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片倉家中武家屋敷「旧小関家」催事案内

第２回
小学生シャフルボード大会開催！ 「子どもを育てるヒント集」を発行しました

白 石 市 立 福岡中学校

my
school

本校は白石市の北西部、白石川の北岸に
位置し、北は蔵王町、西は小原地区および
七ヶ宿町に接している。昭和22年4月に
刈田郡福岡村立福岡中学校として発足した。
学区の面積は約111平方キロと宮城県内
有数であり、遠距離通学の生徒も多いが、
平成6年からはスクールバスが運行されて
いる。現在、市教育委員会より「二学期制
推進モデル校」に指定されている。

所在地　白石市福岡長袋字山の下25
電　話　25-3357
ＦＡＸ　25-3508
校　長　岩　渕　伯　利
生徒数　231名
学級数　8学級

概要

純白の鳩の翼を二枚組み合わせた。鳩は平和のシン
ボル、二枚の翼で青い鏡をかかえている。青は大空、
鏡は円満、翼は強くたくましく、純白は清純さをあら
わす。

校章の由来（昭和35年11月制定）

　市食生活改善推進員会会員の皆さんなどを講師に、冬至や七草など季節の催事を行います。

ぜひご家族でお越しください。

■冬至の会

「みんなで食べよう！冬至かぼちゃ」

風邪を引かずに長い冬を乗り切る

よう小豆とかぼちゃを煮込んだ「冬

至かぼちゃ」を食します。

●日時　12月21日（火）

　　　　11:00～13:00

■正月を迎える会

「みんなで作ろう！食べよう！」

今では実際に見たり体験すること

が少なくなってしまった「しめ縄作

り」と「餅つき」を行います。

ぜひご体験ください。出来上がっ

た餅は試食できます。

●日時　

12月24日（金）

9:00～13:00

※しめ縄作り

　9:00～11:00

※餅つき　　

　11:00～

■七草の会

「みんなで食べよう！七草がゆ」

万病・邪気を除くといわれている

「七草がゆ」を作り、試食いただい

て一年間の無病息災を祈ります。

●日時　１月７日（火）

　　　　11:00～13:00

小学生の皆さん、奮って参加くだ

さい。楽しく体を動かしましょう！

●日時　１月15日（土）8:30～

●会場　ホワイトキューブ

●種目　市内小学4～6年生の2名

　　　１組による団体戦

●募集人員　60組120名

●参加料　無料

●申し込み方法　各小学校および社

会教育課に用意している申込用紙に

必要事項を記入の上、社会教育課ま

で提出してください。

●申込期限　12月22日（水）

※用具は主催者が準備します。

教 育 目 標

目 指 す 生 徒 像

「敬愛」人間や自然、郷土を愛する心を養い、思いやりがあり
　　　深く考え正しく行動する生徒
「英知」基礎・基本を身につけ、自ら学び、自ら考え、創造的知性をもつ生徒
「勤労」たくましい身体に鍛え、勤労と責任を重んじ、協力と奉仕と安全に積極的な生徒

特 色 あ る 教 育 活 動

「生き方」を考える夏休み中の体験活動 「ボランティア」意識を高める生徒会活動 「かかわり」を窓とする総合的な学習の時間

心豊かで、たくましく、学ぶ喜びを求める生徒の育成
  〈校訓〉○敬愛　　○英知　　　○勤労

全校テーマ「かかわりの中の自分」
を受け、1年生は「自分とのかかわり」、
2年生は「人とのかかわり」、3年生は
「社会とのかかわり」を学年テーマと
して学習しています。

二学期制のもと、夏休み中は各学
年とも体験活動を行いました。1・2
年生は「職場体験」、3年生は「高校訪問」
の啓発的体験活動を実施し、自分の
将来を考える有意義な夏休みとする
ことができました。

「福中レボリューションズ」を年間ス
ローガンに掲げて、生徒会執行部を中
心に生徒会活動の活性化に取り組んで
います。特に今年は、各種の活動にボラ
ンティアでの参加を呼びかけたところ、
多くの生徒が協力してくれました。

少子化、核家族化が進み、共稼ぎの家庭が増えて、子育てに関する悩みや不

安を抱えている保護者の方が多くなってきました。また、子どもたちの問題行

動も多様化、深刻化しています。

そこで市教育委員会では、子どもたちの健やかな成長を願い、このほど白石

のまちの特性を生かした子育てヒント集を発行しました。

■希望者には有料で頒布します

楽しく前向きに、しかも白石の自

然・歴史・文化・施設などを上手に

使って子どもを育てるヒントが満載

です。ぜひご活用ください。

●頒布価格　１冊300円

●頒布・問い合わせ先

　学校教育課　022-1342

～手軽に楽しめるニュースポーツ～

　社会教育課　022－1343問

　社会教育課　022－1343問
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